
学
部
を
支
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

あ
る
同
窓
会
に

同
窓
会
会
長

中

田

宣

彦

昭
和
六
十
二
年

月
十
一
日
の
設
立
総
会
以
来
、
第
十
六

回
目
の
総
会
を
迎
え
、
第
九
期
役
員
に
そ
の
任
を
引
き
継
ご

う
と
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
鋭
意
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
致
し
ま
す
。

さ
て
、
ご
承
知
の
よ
う
に
、
平
成
十
六
年
度
よ
り
国
立
大

学
の
独
立
行
政
法
人
化
（
独
法
化
）
が
実
施
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
教
育
学
部
は
も
と
よ
り
信
州
大
学
全
学
部
を
あ
げ
て
、

内
外
の
識
者
に
よ
る
準
備
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。
大
学
経

営
・
運
営
そ
し
て
内
部
・
外
部
の
評
価
が
改
め
て
大
切
と
な

り
、
生
か
さ
れ
る
べ
く
実
を
あ
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
折
、
改
め
て
同
窓
会
の
事
業
内
容
や
あ
り
方

の
見
直
し
の
必
要
性
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
層
身
近
な

同
窓
会
に
し
た
く
、
事
業
内
容
を
紹
介
し
ま
す
と
、

①
会
報
の
発
行
（
学
部
や
同
窓
会
の
近
況
や
会
員
の
声
等
を

載
せ
、
情
報
交
換
の
場
と
す
る
）

②
研
究
助
成
（
学
部
留
学
生
後
援
会
基
金
へ
の
拠
出
や
新
し

く
実
施
し
た
い
、
会
員
へ
の
研
究
補
助
。
詳
細
は
最
終
ペ

ー
ジ
を
参
照
し
、
大
い
に
応
募
し
て
い
た
だ
き
た
く
）

③
学
部
後
援
（
教
育
学
部
・
大
学
院
充
実
に
む
け
て
の
援
助

を
す
る
）

④
組
織
充
実
（
支
部
組
織
の
活
性
化
を
図
っ
た
り
、
会
費
納

入
の
依
頼
な
ど
を
理
事
の
方
々
に
し
て
い
た
だ
い
た
り
）

⑤
長
期
構
想
（
基
本
財
産
運
用
や
総
会
の
在
り
方
の
検
討
を

し
た
り
、
事
務
局
の
整
備
・
電
算
化
を
図
っ
た
り
す
る
）

な
ど
、
同
窓
会
が
一
層
学
部
を
支
え
、
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
化
が
図
れ
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
、
事
務
局
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
同
窓
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
更
新
さ
れ
、
会
員
か
ら
の
住
所
変
更
や
音
信
等

が
け
っ
こ
う
届
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
大
い
に
ご
活
用

い
た
だ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
化
の
一
翼
に
な
れ
ば
と
。

最
後
に
、
赤
羽
新
学
部
長
先
生
（
同
窓
生
で
あ
ら
れ
ま

す
）
に
引
き
継
が
れ
た
折
、
一
層
教
育
学
部
が
、
日
本
の
教
員

養
成
学
部
の
先
駆
と
し
て
の
発
展
を
期
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

同
窓
生
の
赤
羽
貞
幸
氏
が
新
学
部
長
に
就
任

昭
和
四
十
四
年
卒
業
（
第
十
七
回
生
）
の
赤
羽
貞
幸
氏
が

信
州
大
学
教
育
学
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成

十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
四
月
二
日
で
す
。
赤
羽

氏
の
略
歴
と
研
究
分
野
を
紹
介
し
ま
す
。

略
歴

昭
和
二
十
一
年
・
長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町
生
ま
れ
、
昭

和
四
十
四
年
・
信
州
大
学
教
育
学
部
中
学
校
課
程
理
科
卒
業
、

昭
和
四
十
六
年
・
金
沢
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
修
士
課
程

修
了
、
昭
和
四
十
七
年
・
大
町
市
立
大
町
小
学
校
勤
務
、
昭

和
四
十

年
・
信
州
大
学
教
育
学
部
附
属
志
賀
自
然
教
育
研

究
施
設
勤
務
、
昭
和
五
十
五
年
・
理
学
博
士
（
名
古
屋
大
）、

昭
和
六
十
年
・
信
州
大
学
助
教
授
（
教
育
学
部
）、
平
成
九

年
〜
平
成
十
三
年
・
附
属
志
賀
自
然
教
育
研
究
施
設
長
併

任
、
平
成
十
一
年
・
信
州
大
学
教
授
（
教
育
学
部
）、
平
成

十
三
年
・
附
属
松
本
小
学
校
長
併
任
、
平
成
十
四
年
・
信
州

大
学
評
議
員
（
学
部
長
補
佐
併
任
）、
平
成
十
五
年
・
信
州

大
学
教
育
学
部
長

専
門
分
野
と
研
究
テ
ー
マ

地
質
学
（
第
四
紀
地
質
学
・
環
境
地
質
学
）

一

現
在
の
地
形
（
大
地
）
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る

地
形
発
達
史
の
研
究

二

長
野
盆
地
や
飯
山
盆
地
な
ど
の
内
陸
盆
地
の
形
成
史
に

関
す
る
研
究

三

氷
河
時
代
の
自
然
環
境
の
復
元
に
関
す
る
研
究
（
野
尻

湖
発
掘
に
関
わ
る
共
同
研
究
）

四

地
域
地
質
学
研
究
を
基
礎
に
し
た
防
災
問
題
や
環
境
問

題
に
関
わ
る
研
究

五

海
外
研
究
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
ジ
ャ
ワ
含

人
類
化
石
層
調
査
・
第
四
紀
環
境
地
質
調
査
・
足
跡
化
石

調
査
、
シ
リ
ア
に
お
け
る
内
陸
盆
地
の
環
境
変
遷
調
査
、

古
環
境
調
査
に
参
加
し
研
究
分
担
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平
成
十
四
年
度
の
通
常
総
会
は
、
定
例
の

月
十
一
日

（
日
）、
長
野
市
中
御
所
の
「
ホ
テ
ル
信
濃
路
」
に
お
い
て

四
十
名
の
出
席
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

渡
辺
正
士
幹
事
の
進
行
の
も
と
、
清
水
美
和
子
副
会
長
の

開
会
宣
言
、
中
田
宣
彦
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
、
議
長

団
に
澤
田
定
弘
・
佐
藤
功
、
議
事
録
署
名
人
に
遠
藤
正
敏
・

松
村
淨
の
各
氏
を
選
任
、
書
記
に
上
條
厚
・
齊
藤
忠
彦
の
各

氏
を
任
命
し
て
議
事
に
入
り
、
次
の
二
議
案
が
審
議
さ
れ

た
。

○
第
一
号
議
案

平
成
十
三
年
度
事
業
報
告
、
歳
入
・
歳
出
決
算
報
告
及
び
財

産
目
録
の
承
認
に
関
す
る
件

総
会
資
料
に
基
づ
き
杵
渕
恭
宏
事
務
局
長
よ
り
平
成
十
三

年
度
の
事
業
に
つ
い
て
、
別
府
桂
幹
事
よ
り
平
成
十
三
年
度

の
歳
入
・
歳
出
決
算
報
告
及
び
財
産
目
録
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
、
ま
た
矢
嶋
直
徳
監
事
よ
り
「
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
る
」
と
の
会
計
監
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
全
員
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

○
第
二
号
議
案

平
成
十
四
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
及
び
歳
入
・
歳
出
予
算

書
（
案
）
の
承
認
に
関
す
る
件

総
会
資
料
に
基
づ
き
杵
渕
恭
宏
事
務
局
長
よ
り
、
平
成
十

四
年
度
の
事
業
計
画
、
別
府
桂
幹
事
よ
り
平
成
十
四
年
度
の

歳
入
・
歳
出
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
原

案
通
り
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

【
平
成
十
四
年
度
事
業
大
綱
】

一
、
同
窓
会
報

「
第
十
六
号
」
発
行
、
会
員
・
入
会
者
へ
の
発

送
二
、
研
究
助
成

教
育
学
部
留
学
生
後
援
会
基
金
へ
拠
出
、

教
育
研
究
に
対
す
る
補
助
の
検
討

三
、
学
部
後
援

教
育
学
部
・
大
学
院
充
実
に
む
け
て
の
援
助

四
、
組
織
充
実

地
区
別
活
動
の
促
進
と
未
納
者
名
簿
の
配

布
・
納
入
の
依
頼

五
、
長
期
構
想

事
務
局
電
算
化
計
画
の
推
進
、
総
会
の
あ

り
方
・
基
本
財
産
の
運
用
、
中
間
法
人
化
に
つ
い
て
検
討

議
事
終
了
後
、
臨
席
の
北
條
舒
正
元
信
州
大
学
学
長
（
信

州
大
学
繊
維
学
部
同
窓
会
「
千
曲
会
」
代
表
）、
藤
沢
謙
一

郎
学
部
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
清
水
美
和
子
副
会
長
の

閉
会
宣
言
で
総
会
を
終
了
し
た
。

総
会
に
引
き
続
い
て
、
教
育
学
部
長
の
藤
沢
謙
一
郎
氏
に

よ
る
記
念
講
演
会
「
教
育
改
革
と
信
州
大
学
教
育
学
部
の
将

来
構
想
」
が
開
催
さ
れ
た
。「
臨
床
の
知
」
を
機
軸
と
す
る

教
師
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
層
の
充
実
さ
せ
、
学
部
及
び
大

学
院
に
お
け
る
「
研
究
・
教
育
の
質
」
の
維
持
し
て
い
く
と

い
う
将
来
構
想
の
も
と
、
臨
床
経
験
を
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
編
成
の
工
夫
な
ど
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
内
容
や
再

編
・
統
合
に
向
け
て
の
対
応
の
現
状
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。

第
十
五
回

同

窓

会

通

常

総

会

報

告
記念講演会 藤沢謙一郎氏

第15回同窓会通常総会

開会宣言

平成13年度信州大学教育学部同窓会一般会計歳入歳出決算書
自 平成13年４月１日

至 平成14年３月31日

歳入合計額 5,440,613円也

歳出合計額 5,069,190円也

差 引 残 額 371,423円也 14年度へ繰越

歳入の部

項 目 予 算 額 決 算 額 増・△減 備 考

１ 前年度繰越金 162,206 162,206 0

２ 会 費 5,800,000 5,120,000 △680,000 未納者34名

３ 雑 収 入 30,000 158,407 128,407 利子・御祝儀

歳 入 合 計 5,992,206 5,440,613 △551,593

歳出の部

項 目 予 算 額 決 算 額 増・△減 備 考

１ 会 議 費 650,000 437,800 △212,200 総会・役員会等

２ 事 業 費 1,000,000 947,133 △52,867 会報・学部後援等

３ 事 務 費 2,015,000 1,752,441 △262,559 会報発送・印刷等

４ 事務委託費 1,786,000 1,786,000 0 雇用費等

５ 雑 費 140,000 101,170 △38,830 学部謝礼・御祝儀等

６ 予 備 費 401,206 44,646 △356,560 学部長との懇話会

歳 出 合 計 5,992,206 5,069,190 △923,016
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ご

挨

拶

教
育
学
部
長

赤

羽

貞

幸

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で

学
部
の
教
育
活
動
に
深
い
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
ま
ず
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
四
月
よ
り
藤
沢
謙
一
郎
前
学

部
長
の
後
を
受
け
、
学
部
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
国
立
大
学
の
大
改
革
を
直
前
に
し
た
極
め
て
大
学
・
学

部
の
大
事
な
時
期
に
、
は
か
ら
ず
も
身
に
余
る
重
責
を
担
う

こ
と
と
な
り
、
毎
日
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。

現
在
、
大
学
で
は
来
年
四
月
の
法
人
化
を
控
え
て
の
移
行

期
に
あ
た
り
、
新
し
い
体
制
へ
の
準
備
に
あ
た
っ
て
お
り
ま

す
。
法
人
化
に
な
る
と
大
学
は
何
が
変
わ
る
の
か
、
大
学
に

い
る
私
た
ち
に
と
り
ま
し
て
も
な
か
な
か
見
え
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
ま
す
。
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
対
等
の

仲
間
で
あ
っ
た
各
国
立
大
学
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
法
人

と
な
り
競
争
相
手
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
大
学
は
教
育

と
研
究
に
力
を
入
れ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
度

は
「
社
会
的
な
貢
献
」
と
い
う
観
点
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
大
学
で
の
教
育
や
研
究
が
ど
れ
だ
け
社
会
に
貢
献
し
て

い
る
の
か
、
大
学
の
存
在
が
地
域
に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
て
い

る
か
が
問
わ
れ
、
そ
の
評
価
に
応
じ
て
大
学
の
運
営
費
が
税

金
か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
常
に
そ
の
大
学
の

社
会
的
、
地
域
的
な
存
在
意
義
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
大
学
の
組
織
や
運
営
の
仕
方
も
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。
当
然
、
私
た
ち
大
学
人
の
意
識
改
革
も
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。

教
育
学
部
に
と
っ
て
の
最
大
の
社
会
へ
の
貢
献
は
、「
質

の
高
い
教
員
を
養
成
す
る
こ
と
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
大
き

な
目
標
に
向
か
っ
て
、
教
職
員
な
ら
び
に
学
生
が
一
体
と
な

っ
て
努
力
す
る
こ
と
な
し
に
は
良
い
評
価
は
得
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
教
員
養
成
は
、
大
学
の
中
だ
け
で

実
施
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
り
、
社
会
の
い
ろ
い
ろ
な
人
々

の
協
力
や
支
援
を
得
て
こ
そ
質
の
高
い
教
員
の
養
成
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
従
っ
て
今
後
は
、
同
窓
会
お
よ
び
先
輩
方
の

お
力
を
是
非
お
借
り
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
我
が
学
部
は
、
大
学
基
準
協
会
や
大
学
評
価
・
学

位
授
与
機
構
に
よ
る
第
三
者
評
価
を
積
極
的
に
受
け
止
め
て

実
施
し
、
比

的
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
い
評
価
を
得
た
内
容
は
、
学
部
全
体
で
取
組
ん
で
い
る
附

属
学
校
と
の
共
同
研
究
、「
教
育
参
加
」「
学
校
教
育
臨
床
基

礎
」「
学
校
教
育
臨
床
演
習
」「
教
育
実
習
」
な
ど
の
実
践
的

指
導
力
を
育
成
す
る
臨
床
経
験
科
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実

施
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

本
年
四
月
よ
り
、
日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
に
よ

る
第
一
種
指
定
校
に
、
本
学
教
育
学
研
究
科
の
臨
床
心
理
学

コ
ー
ス
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
第
一
種
指
定
コ
ー
ス
を

修
了
す
る
と
臨
床
心
理
士
の
受
験
資
格
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
臨
床
心
理
士
を
め
ざ
す
学
生
に
と
っ
て
は
、
極
め
て
有

利
な
道
と
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
こ
の
第
一
種
の
指
定
校

は
、
国
立
大
学
で
は
全
国
で
十
六
校
の
み
で
あ
り
ま
す
。
今

後
こ
の
道
を
め
ざ
す
学
生
や
受
験
生
に
と
っ
て
は
大
き
な
希

望
の
コ
ー
ス
に
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
へ
の
貢
献
度
と
関
連
し
て
今
後
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
就
職
の
状
況
は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
採
用
状
況
の
変
化
に
も
伴
い
少
し
ず
つ
好
転
し
て
お
り

ま
す
。
一
昨
年
、
昨
年
、
今
年
度
と
教
員
就
職
率
が
急
激
に

上
昇
し
て
お
り
、
全
国
的
に
他
の
大
学
と
比

し
て
も
高
い

就
職
率
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
質
を
高
め
る

こ
と
が
就
職
率
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
信
じ
、
学
部

の
お
か
れ
た
状
況
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

の
お
力
添
え
と
ご
支
援
を
頼
り
に
、
職
務
に
奨
励
す
る
覚
悟

で
お
り
ま
す
。
ど
う
か
、
よ
り
一
層
の
ご
教
示
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
な
ら
び
に
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念

し
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

学
部
の
新
転
任
・
転
退
職
教
官
の
紹
介

【
平
成
十
五
年
度
新
転
任
教
官
】

南
澤
信
之
先
生
（
生
活
科
学
教
育
講
座
）

長
野
県
田
川
高
等
学
校
よ
り
新
任

小
野
貴
史
先
生
（
芸
術
教
育
講
座
）

鶴
見
大
学
短
期
大
学
部
よ
り
新
任

熊
谷

哲
先
生
（
生
活
科
学
教
育
講
座
）

東
北
大
学
工
学
部
よ
り
転
任

伏
木
久
始
先
生
（
教
育
科
学
講
座
）

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
附
属
竹
早
小
学
校
よ
り
転
任

【
平
成
十
四
年
度
転
退
職
教
官
】

下
田
好
行
先
生
（
教
育
科
学
講
座
）

平
成
七
年
四
月
着
任
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
へ
転
出

愛
敬
浩
二
先
生
（
社
会
科
学
教
育
講
座
）

平
成
九
年
四
月
着
任
、
信
州
大
学
経
済
学
部
へ
転
出

森
山

潤
先
生
（
生
活
科
学
教
育
講
座
）

平
成
十
年
四
月
着
任
、
兵
庫
教
育
大
学
へ
転
出

吉
本
隆
行
先
生
（
芸
術
教
育
講
座
）

昭
和
四
十
九
年
六
月
着
任
、
定
年
退
職

伊
藤

武
先
生
（
理
数
科
学
教
育
講
座
）

昭
和
五
十
年
四
月
着
任
、
定
年
退
職

渡
邉
時
夫
先
生
（
言
語
教
育
講
座
）

昭
和
五
十
七
年
七
月
着
任
、
定
年
退
職

嵩

哲
夫
先
生
（
生
活
科
学
教
育
講
座
）

昭
和
六
十
一
年
四
月
着
任
、
定
年
退
職

中
村

正
人
先
生
（
教
育
科
学
講
座
）

平
成
七
年
四
月
着
任
、
定
年
退
職
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学
部
の
近
況
か
ら

国
立
大
学
法
人
化
に
向
け
て

評
議
員
・
学
部
長
補
佐

干
川
圭
吾

信
州
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
昨
今
の
厳
し
い
経
済
情
勢
や
激
変
と
も
思
わ
れ
る
教

育
環
境
の
変
化
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
重
責
を
担

い
つ
つ
日
々
ご
活
躍
の
こ
と
と
推
察
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
「
会
報
」
を
ご
覧
頂
け
る
機
会
に
、
現
在
教

育
学
部
が
直
面
し
て
い
る
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
大
き
な
環
境
変
化
で
も
あ
る
「
国
立
大
学
法
人
化
」

に
つ
い
て
、
現
状
を
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

国
立
大
学
の
法
人
化
は
、
国
立
大
学
を
国
の
行
政
組
織
か

ら
切
り
離
し
、
一
大
学
一
法
人
と
し
、
各
大
学
運
営
の
自
主

性
を
高
め
る
こ
と
が
そ
の
内
容
・
狙
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
人
化
し
た
大
学
は
、
自
由
裁
量
の
下
で
、
個
性
・
特
徴
の

あ
る
教
育
・
研
究
・
業
務
運
営
を
行
う
た
め
の
目
的
・
目
標

を
設
定
し
、
そ
の
計
画
お
よ
び
実
行
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
そ
の
結
果
は
外
部
評
価
に
よ
り
、
目
標
・
計
画
の
達

成
度
が
客
観
的
に
評
価
さ
れ
、
国
か
ら
の
運
営
交
付
金
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
大
学
運
営
の
自
由

度
が
大
幅
に
増
加
す
る
一
方
厳
し
い
競
争
原
理
に
も
さ
ら
さ

れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
将
来
の
大
学
・
学
部
の
存
亡
に
も
関

わ
る
大
き
な
環
境
変
化
と
も
言
え
ま
す
。

国
立
大
学
の
法
人
化
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
早
い
時
期
か

ら
政
府
の
行
政
改
革
会
議
の
中
で
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
十
三
年

月
に
文
部
科
学
省
が
打
ち
出
し
た
国
立

大
学
の
構
造
改
革
案
（
遠
山
プ
ラ
ン
）
に
よ
っ
て
現
実
的
な

も
の
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
賛
否
両
論
の
議
論
は
多
く

な
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
法
人
化
の
流
れ
を
覆
す
よ
う
な
状

況
に
は
至
ら
ず
、
そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
準
備
は
進
み
、
平

成
十
六
年
四
月
か
ら
全
国
の
国
立
大
学
が
一
斉
に
「
国
立
大

学
法
人
」
と
し
て
出
発
す
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。

信
州
大
学
も
早
い
時
期
か
ら
総
合
大
学
の
一
法
人
と
し
て

独
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
「
信
州
大
学
法
人
化
セ
ミ
ナ
ー
」
を
各
学
部
毎
に

開
催
し
、
法
人
化
の
趣
旨
の
徹
底
、
教
育
・
研
究
の
目
標
設

定
と
結
果
の
評
価
、
人
事
組
織
や
事
務
運
営
な
ど
具
体
的
対

応
に
つ
い
て
の
認
識
・
啓
蒙
を
図
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
教
育
学
部
で
は
法
人
化
に
加
え
て
、
教
員
養

成
系
国
立
大
学
・
学
部
の
再
編
・
統
合
の
問
題
も
並
行
し
て

議
論
さ
れ
ま
し
た
。
当
教
育
学
部
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し

て
真
剣
に
論
議
し
、
他
大
学
と
の
情
報
交
換
な
ど
も
行
い
つ

つ
そ
の
対
応
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
総
合
大

学
で
あ
る
信
州
大
学
の
一
学
部
と
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た

学
校
教
育
教
員
養
成
と
社
会
教
育
指
導
者
養
成
の
使
命
を
果

た
し
て
行
く
こ
と
を
合
意
・
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成

十
四
年
度
は
、
客
観
的
外
部
評
価
の
先
行
例
と
し
て
行
わ
れ

た
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
に
よ
る
「
研
究
評
価
」
を
経

験
し
ま
し
た
し
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
ま
で
の

六
年
間
の
「
中
期
目
標
・
中
期
計
画
」
の
策
定
も
完
了
し
、
来

る
べ
き
法
人
化
に
向
け
て
実
質
的
な
準
備
も
進
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
法
人
化
後
は
既
に
経
験
し
た
「
研
究
評
価
」
に
加

え
て
学
部
の
「
教
育
評
価
」、「
地
域
貢
献
評
価
」
な
ど
に
関

す
る
客
観
的
な
評
価
内
容
や
結
果
が
、
学
部
に
と
っ
て
大
変

重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
そ
し
て
教
育
学

部
の
教
育
に
関
す
る
成
果
は
、
卒
業
・
修
了
さ
れ
た
皆
様
の

活
躍
そ
の
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。
ま
た
学
部
が
行
う

地
域
貢
献
の
諸
活
動
も
、
地
域
に
根
づ
い
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
皆
様
の
賛
同
が
得
ら
れ
ず
に
は
虚
し
い
も
の
に
な
る
で
し

ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
・
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
期
待
・
お
祈
り
し
ま
す
と
共

に
、
今
後
学
部
か
ら
種
々
の
調
査
等
の
お
願
い
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

信
大
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
世
間
（
ワ
ー
ル
ド
）」の
発
足

教
育
科
学
講
座

土
井

進

平
成
十
五
年
三
月
四
日
午
後
一
時
、
旧
附
属
小
「
竹
」
の

部
屋
に
学
生
有
志
十
四
名
が
集
っ
た
。
藤
沢
謙
一
郎
学
部
長

（
当
時
）、
古
平
政
義
事
務
長
の
ご
出
席
の
も
と
、「
信
大
Ｙ

Ｏ
Ｕ
遊
世
間
」
の
発
足
式
を
行
う
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
先
輩
た
ち
が
築
い
た
「
信
大
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
サ
タ
デ

ー
」「
信
大
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
広
場
（
プ
ラ
ザ
）」
を
受
け
継
ぎ
、
こ

の
活
動
が
始
ま
っ
て
十
年
目
を
迎
え
る
平
成
十
五
年
度
か
ら

さ
ら
に
一
歩
、
新
た
な
視
点
を
取
り
入
れ
て
挑
戦
し
た
い
と

考
え
た
の
で
あ
る
。
新
た
な
視
点
と
い
う
の
は
、
学
生
が
地

域
社
会
の
団
体
と
連
携
し
て
、
そ
の
教
育
活
動
に
参
画
し
な

が
ら
経
験
幅
を
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
学
生
た
ち
が
企
画
し
た
活
動
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
学
校
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
子
ど
も

会
育
成
会
、
障
害
児
の
親
の
団
体
な
ど
十
七
団
体
か
ら
連
携

の
申
し
出
が
あ
り
、
運
営
委
員
会
な
ら
び
に
全
体
会
で
検
討

し
た
結
果
、
今
年
度
は
七
十
名
の
学
生
で
次
の
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

①
長
野
県
教
育
委
員
会
教
学
指
導
課
生
徒
指
導
係
と
連
携
し

た
「
興
譲
館
」
の
運
営
。
月
曜
と
木
曜
の
週
二
日
、
旧
附
属

小
の
「
松
」
の
部
屋
の
一
部
を
中
間
教
室
と
し
、
不
登
校
生

と
と
も
に
学
ぶ
。
②
牟
礼
村
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
と
連
携
し

て
「
信
大
牟
礼
ふ
る
さ
と
農
場
」（
二
十
ア
ー
ル
）
を
開
設

し
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
そ
ば
の
栽
培
体

験
を
行
う
。
③
Ｊ
Ａ
な
が
の
、
長
野
市
茂
菅
地
区
子
ど
も
会

育
成
会
と
連
携
し
て
「
信
大
茂
菅
ふ
る
さ
と
農
場
」（
六
ア

ー
ル
）
を
開
設
し
、
稲
作
体
験
を
行
う
。
④
長
野
県
長
野
養

護
学
校
の
保
護
者
団
体
と
連
携
し
て
「
虹
色
ア
ト
ム
」
を
開

設
し
、
ふ
れ
あ
い
体
験
を
行
う
。
こ
の
他
に
も
「
キ
ャ
ン
パ

ス
・
プ
レ
ー
パ
ー
ク
」
な
ど
六
つ
の
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
た
。
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就

職

状

況

就
職
委
員
長

中
村
浩
志

平
成
十
四
年
度
は
、
学
部
改
組
後
に
入
学
し
た
学
生
を
初

め
て
卒
業
生
と
し
て
送
り
だ
し
た
年
に
あ
た
り
ま
す
。
下
表

は
、
新
課
程
の
平
成
十
四
年
度
卒
業
生
・
修
了
生
三
〇
六
名

の
進
路
状
況
を
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
旧
課
程
の
卒
業

生
三
十
六
名
を
加
え
た
計
三
四
二
名
う
ち
、
進
学
者
を
除
い

た
学
部
卒
業
生
の
就
職
率
は
、
ほ
ぼ
昨
年
な
み
の

十
七
％

で
し
た
。
そ
の
う
ち
教
員
へ
の
就
職
率
は
昨
年
よ
り
さ
ら
に

％
増
加
し
、
七
十
一
％
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
十

年
以
上
続
い
た
教
員
就
職
率
の
低
下
は
、
よ
う
や
く
底
を
つ

き
昨
年
あ
た
り
か
ら
回
復
に
転
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
し
か
し
、
教
員
と
な
っ
た
二
〇
二
名
の
う
ち
、
正
規
採

用
は

十
七
名
で
半
数
以
上
の
五
十
七
％
は
臨
時
採
用
で

す
。
ま
た
、
卒
業
生
の
う
ち
十
二
％
は
就
職
未
定
者
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
学
生
の
就
職
は
ま
だ
ま
だ
冬
の
時
代
で
す
。

今
回
初
め
て
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
新
課
程
の
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
課
程
と
教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
課
程
で
は
、
卒
業
生
計

四
十
五
名
の
う
ち
、
教
員
が
三
十

％
、
教
員
以
外
が
二
十

二
％
、
進
学
者
が
二
十
九
％
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

教
員
養
成
課
程
の
学
生
に
比
べ
教
員
と
な
る
学
生
が
約
半
分

で
、
教
員
以
外
が
二
倍
多
い
の
で
す
が
、
大
学
院
や
専
門
学

校
へ
の
進
学
者
が
四
倍
近
く
多
い
点
が
特
徴
で
す
。

就
職
委
員
会
で
は
、
こ
の
四
・
五
月
に
四
年
次
生
を
対
象

と
し
た
教
員
採
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
模
擬
集
団
面
接
試
験
、
公

務
員
・
民
間
企
業
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
七
月
に
三
年
次
生
を
対
象
に
教
員
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
、

月
に
は
県
の
教
員
採
用
一
次
合
格
者
を
対
象
と
し
た

面
接
指
導
、
十
月
に
は
二
年
次
生
を
対
象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
等
を
予
定
し
て
お
り
、
就
職
率
の
一
層
の
向
上
に
努
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
学
生
の
就
職
活
動
に
関
し
一
層
の

ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成14年度卒業生・修了生 進路状況
平成15年３月31日現在

就 職 者 進 学 者

教 員 教 員 外 大学院

県 内 県 外

就職・
進学先

学部・
大学院別

現

職

教

員

家

事

臨

採

待

ち

未

定

合

計

備 考計

研
究
聴
講
履
修
生

専

門

学

校

そ

の

他

小

計

公
務
員

一
般

心
理

会

社

員

病

院

ス
ポ
ー
ツ
施
設

福

祉

施

設

そ

の

他

小

計

本
学
教
育
学

研
究
科

他

大

学
等

小

学

校

中

学

校

高
等
学
校
等

養
聾
盲
学
校

幼

稚

園

そ

の

他

小

計

小

学

校

中

学

校

高
等
学
校
等

養
聾
盲
学
校

幼

稚

園

そ

の

他

小

計

臨床学校 男 3⑵ 3⑵ 3⑵ 3
教 育 学 女 1⑴ 1 2⑴ 1⑴ 1⑴ 3⑵ 2 2 3 8
総合生活 男 2⑴ 1⑴ 3⑵ 2 2 5⑵ 1 1 6
科 教 育 女 2⑴ 2⑵ 1⑴ 5⑷ 1⑴ 1⑴ 1 3⑵ 8⑹ 1 1 1 10
国語教育 男 1 2 3 1⑴ 1⑴ 2⑵ 5⑵ 1 1 2 8

女 10⑸ 2⑴ 12⑹ 2⑵ 2⑵ 14⑻ 1 1 15
社 会 科 男 3⑵ 1 4⑵ 1⑴ 1 2⑴ 6⑶ 1 1 1 1 8
教育 女 2⑴ 1⑴ 3⑵ 2⑴ 2⑴ 5⑶ 2 2 1 8
数学教育 男 4⑶ 4⑶ 1 3⑴ 4⑴ ⑷ 1 1 1 10

女 3⑶ 3⑶ 6⑹ 3⑵ 3⑵ 9⑻ 9
理科教育 男 3⑵ 1 1 5⑵ 5⑵ 1 6

女 4⑶ 1 5⑶ 1⑴ 2⑵ 3⑶ 8⑹ 1 1 9

学

校

教

育

教

員

養

成

課

程

音楽教育 男 1 1 1 1 1 2
女 6⑸ 4⑵ 1 11⑺ 11⑺ 2 1 3 14

教

員

養

成

課

程

美術教育 男
女 7⑶ 2⑴ 2 11⑷ 11⑷ 1 1 3 15

保健体育 男 4⑵ 1 5⑵ 2⑴ 2⑴ 7⑶ 1 2 3 1 1 11
教育 女 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1 2
情報技術 男 2⑴ 2⑴ 1⑴ 1⑴ 3⑵ 1 1 1 5
教育 女

学

部

ライフプラン 男
ニング 女 3⑶ 3⑶ 4⑶ 1⑴ 1 6⑷ 9⑺ 1 1 2 1 1 2 1 4 18
英語教育 男

女 2⑴ 1⑴ 3⑵ 3⑵ 3
国際理解 男
教育 女 3⑵ 2⑵ 3⑵ 1 1 4⑵ 4
環境教育 男 2 2 1 1 3 1 1 4

女 2⑵ 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1
コンピュ 男 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1 1 1 1 1 4
ータ利用 女 2⑵ 2 2 2 2 2 1 1 5

養 護 学 校 男 1 1⑴ 2⑴ 2⑴ 1 1 3
教 員 養 成 女 3⑴ 1 1⑴ 5⑵ 2⑴ 1⑴ 1 4⑵ 9⑷ 1 1 1 1 2 1 13
教 員 養 成 男 20⑼ 12⑸ 2⑴ 34 9⑷ 4⑵ 2⑴ 15⑺ 49 3 6 9 5 1 6 6 70

女 45 17 2⑴ 6⑴ 1⑴ 70 14⑼ 9⑻ 1⑴ 1 3 28 98 2 9 11 7 2 1 10 114134
課 程 計 計 65 29 2⑴ 8⑵ 1⑴ 104 23 13 3⑵ 1 3 43 147 5 15 20 12 2 1 1 16 120204

地域スポ 男 3⑵ 1⑴ 4⑶ 4⑶ 1 2 3 1 1 8
ーツ 女 3⑶ 1 1⑴ 5⑷ 2 2 7⑷ 1 1 1 1 1 10生涯ス

ポーツ
課程 野外教育 男 1 1 2 1 3 4

女 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1 1 2 3
教育カウンセ 男 1 1 1 2 2 3
リング課程 女 3⑴ 3⑴ 1 1 4⑴ 2 2 1 5 3 1 4 4 17

男 24 12⑸ 1⑴ 2⑴ 39 9⑷ 4⑵ 2⑴ 15⑺ 54 4 9 13 9 3 12 6 85
計 女 52 17 2⑴ 6⑴ 1⑴ 1⑴ 79 16⑼ 9⑻ 1⑴ 1 4 31 110 5 11 1 17 10 2 3 2 17 119164

計 76 29 3⑵ 8⑵ 1⑴ 1⑴ 118 25 13 3⑵ 1 4 46 164 9 20 1 30 19 2 3 5 29 125249
教 育 学 男 2⑴ 6⑶ 8⑷ 1⑴ 1⑴ 9⑸ 1 1 2 15 5 31①
研 究 科 女 4⑵ 3⑵ 2⑵ 9⑹ 1 1 1 3 12⑹ 2 3 5 2 2 1 4 26④

男 26 18⑻ 1⑴ 2⑴ 47 10⑸ 4⑵ 2⑴ 16⑻ 63 4 10 1 15 9 3 1215 11116①
合 計 女 56 20 4⑶ 6⑴ 1⑴ 1⑴ 88 17⑼ 9⑻ 2⑴ 2 4 34 122 7 14 1 22 10 2 3 2 17 2 2 223190④

計 82 38 5⑷ 8⑵ 1⑴ 1⑴ 135 27 13 4⑵ 2 4 50 18510311 24 2 37 19 2 3 5 2917 2 234306⑤

（注）（ ）は臨採で内数、〇は外国人留学生で内数
就 職 率（学部） 87.0％ （進学者を除く）
教員就職率（学部） 71.3％ （進学者を除く）
教員養成課程卒業者に対する教員就職率 69.2％
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退
官
に
あ
た
っ
て

清
泉
女
学
院
大
学
人
間
学
部
学
部
長

信
州
大
学
名
誉
教
授

渡

邉

時

夫

⑴

私
は
一
九
六
〇
年
三
月
に
信
州
大
学
教
育
学
部
第
二
類

英
語
科
を
卒
業
い
た
し
ま
し
た
（
第

回
生
）。
二
月
頃
、

南
信
の
高
校
長
か
ら
採
用
の
内
示
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
学

校
に
は
六
十
歳
を
越
す
英
語
教
員
が
お
い
で
に
な
り
、
校
長

は
そ
の
方
の
後
任
と
し
て
私
を
迎
え
る
と
い
う
人
事
構
想
を

持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
方
が
退
職
勧
告
に

応
じ
な
か
っ
た
の
で
結
局
こ
の
人
事
は
成
立
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
三
月
三
十
日
に
県
教
委
か
ら
い
た
だ
い
た
電
報
に
よ
り

赴
任
し
た
南
佐
久
郡
の
中
学
校
分
校
が
、
私
の
教
員
生
活
の

第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

⑵

そ
の
後
、
野
澤
北
高
校
と
上
田
高
校
で
そ
れ
ぞ
れ
七
年

間
英
語
を
教
え
た
後
、
信
州
大
学
教
育
学
部
の
教
官
と
し
て

迎
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
英
語
教
員
を
目
指

す
学
生
と
共
に
学
ぶ
こ
と
が
私
の
夢
で
し
た
の
で
、
大
変
幸

せ
な
め
ぐ
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

十
五
年
間
の
現
場
教
育
で
築
い
た
先
輩
、
同
僚
、
後
輩
と
の

人
間
関
係
が
大
学
で
の
私
の
仕
事
を
強
力
に
支
え
て
く
れ
ま

し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
私
の
力
に
な
っ
て
い
た
だ
い

た
中
・
高
の
先
生
方
の
多
く
が
信
州
大
学
の
同
窓
生
で
し

た
。
私
ほ
ど
同
窓
生
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
者
は
他
に
無
い

と
す
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

⑶

附
属
学
校
の
校
長
を
四
年
間
併
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

折
に
、
長
野
小
学
校
の
移
転
新
築
・
附
属
長
野
中
学
校
の
創

立
五
十
周
年
記
念
行
事
・
附
属
学
校
跡
地
公
園
建
設
な
ど
に

係
わ
っ
た
り
、
教
育
学
部
創
立
50
周
年
の
諸
行
事
の
企
画
に

参
加
し
た
こ
と
、
最
後
の
何
年
か
を
信
州
大
学
評
議
員
兼
学

部
長
補
佐
と
し
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
が
、
私

と
し
て
は
さ
さ
や
か
な
ご
恩
返
し
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

強
く
心
に
残
る
こ
と
は
、
教
育
学
部
の
優
秀
な
学
生
諸
君

と
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
学
び
合
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と

で
す
。
こ
の
こ
と
は
私
の
一
生
の
宝
と
考
え
、
学
生
諸
君
に

心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

専
攻
紹
介

芸
術
教
育
専
攻

教
育
学
部
の
各
専
攻
の
近
況
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま

す
。
今
年
度
は
芸
術
教
育
専
攻
、
音
楽
教
育
分
野
と
美
術
教

育
分
野
の
最
近
の
様
子
や
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

音
楽
教
育
分
野

北
校
舎
四
階
に
位
置
す
る
音
楽
教
育
講
座
の
フ
ロ
ア
は
昔

も
今
も
変
わ
ら
な
い
が
、
こ
こ
数
年
、
専
任
教
官
の
新
旧
交

代
が
続
い
て
い
る
。
平
成
十
三
年
三
月
末
に
音
楽
教
育
の
久

保
信
男
教
授
、
平
成
十
五
年
三
月
末
に
作
曲
の
吉
本
隆
行
教

授
が
定
年
退
官
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
十
五
年
四
月
十
七

日
、
突
然
の
悲
報
で
あ
っ
た
が
、
声
楽
の
大
城
康
宏
教
授
が

急
逝
さ
れ
た
。
教
育
学
部
音
楽
科
の
創
成
期
と
も
い
え
る
時

代
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
先
生
方
の
ご
功
績
を
引
き
継
ぎ
、
現

在
（
平
成
十
五
年
度
）
の
専
任
教
官
は
、
音
楽
教
育
（
中
山

裕
一
郎
、
齊
藤
忠
彦
）、
器
楽
（
新
谷
勝
造
、
中
島
卓
郎
）、

声
楽
（
池
田
京
子
）、
作
曲
（
小
野
貴
史
）
の
六
名
で
構
成

し
て
い
る
。
最
近
は
、
附
属
学
校
の
音
楽
科
教
官
と
の
連
携

も
深
め
、
共
同
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
定
期
演
奏
会
で
は
、
附
属
学
校
生

徒
も
出
演
す
る
よ
う
に
な
り
、
学
生
と
生
徒
と
の
交
流
を
図

っ
て
い
る
。
第
三
十

回
目
を
迎
え
る
今
年
度
の
定
期
演
奏

会
は
、
平
成
十
五
年
十
二
月
十
三
日
㈯
午
後
二
時
か
ら
、
長

野
市
若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
。
こ
こ
数
年
で
定

着
し
て
き
た
、
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
す
る
ス
テ
ー
ジ

も
組
み
込
み
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
等
の
総
合
的
な
芸
術
表
現
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
予
定
で
あ
る
。

音
楽
教
育
分
野
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
基
盤
に
し
、

二
十
一
世
紀
の
新
し
い
音
楽
教
育
界
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

（
音
楽
教
育
分
野

齊
藤
忠
彦
）

美
術
教
育
分
野

近
年
、
美
術
分
野
で
は
学
外
へ
向
け
て
活
発
に
発
表
す
る

学
生
の
姿
が
数
多
く
見

ら

れ

る
。
絵

画
・
構

成
・
彫
刻
の
各
研
究
室

展
を
は
じ
め
、
工
芸
研

究
室
の
「
松
本
あ
が
た

の
森
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

ー
」
へ
の
参
加
、
鋳
造

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
は

徐
々
に
地
域
に
認
知
さ

れ
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
う
。

こ
う
い
っ
た
学
生
達

の
活
動
の
特
徴
と
し

て
、
所
属
研
究
室
に
限
ら
ず
、
美
術
分
野
全
体
か
ら
参
加
者

が
集
ま
っ
て
い
る
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
昨
年
彫
刻
研
究
室
で

行
っ
た
「P

la
y
 
S
cu
lp
tu
re

公
開
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
十
日
間
の
日
程
で
附
属
幼
稚
園
々
庭
を
会
場
に
木
製
遊
具

を
公
開
制
作
す
る
イ
ベ
ン
ト
）
に
も
、
彫
刻
研
究
室
は
も
と

よ
り
、
教
科
教
育
研
究
室
の
学
生
な
ど
が
積
極
的
に
参
加

し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
や
運
営
、
制
作
活
動
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。
特
定
の
領
域
に
と
ら
わ
れ
ず
柔
軟
に

様
々
な
表
現
活
動
に
取
り
組
む
姿
勢
が
、
分
野
全
体
に
活
気

を
与
え
各
々
の
作
品
や
活
動
を
魅
力
的
な
も
の
と
す
る
大
き

な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

本
年
度
は
「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
へ
美

術
研
究
室
ゼ
ミ
と
し
て
参
加
が
決
定
し
、
現
在
着
々
と
準
備

を
進
め
て
い
る
。
こ
の
展
覧
会
は
三
年
に
一
度
行
わ
れ
る
国

際
展
で
あ
り
、
新
潟
県
越
後
妻
有
六
市
町
村
を
会
場
に
、
地

域
の
人
達
と
「
協
働
」
に
よ
り
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
く
地

域
密
着
型
の
展
覧
会
で
あ
る
。
学
生
が
主
体
と
な
り
、
地
域

の
人
達
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
作

品
が
完
成
す
る
か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。
〔
本
学
の
作

品
は
七
月
二
十
二
日
〜
九
月
七
日
、
新
潟
県
松
代
町
に
展
示

さ
れ
る
。〕

（
美
術
教
育
分
野

藤
田
英
樹
）

木製遊具で遊ぶ子どもたち(附属幼稚園)
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内
地
留
学
を
終
え
て

長
野
県
安
曇
養
護
学
校
（
第
三
十
五
回
生
）

関

昌
浩

昨
年
度
長
期
研
修
生
と
し
て
信
州
大
学
教
育
学
部
教
育
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
課
程
の
野
口
宗
雄
教
授
の
下
で
研
修
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
修
の
目
的
は
、
障
害
児
に
お
け
る
動

作
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
学
校
教
育
の
中
で
支
援
し
て
い
く

か
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
修
を
進
め
ま
し
た
。
近
年
、
子
ど
も

た
ち
の
障
害
の
状
況
は
多
様
化
し
、
重
度
・
重
複
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
姿
勢
・
動
作
に

歪
み
や
不
適
切
な
パ
タ
ー
ン
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
姿

勢
・
動
作
の
改
善
が
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
働
き
か
け
、
行

動
を
変
容
さ
せ
て
い
く
と
い
う
動
作
法
を
中
心
に
研
修
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
を
卒
業
し
て
以
来
十
数
年
ぶ
り
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

西
校
舎
や
実
践
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に
建
て
ら
れ
整
備
さ
れ
た

も
の
で
し
た
。
ま
た
、
学
生
の
学
び
の
姿
は
、
私
の
想
像
以

上
に
ひ
た
む
き
さ
と
勤
勉
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
特
に
、
私
は

教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
課
程
の
学
生
や
院
生
と
一
緒
に
研
修

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
受
講
し
て
い

る
学
生
は
夜
遅
く
ま
で
熱
心
に
演
習
を
行
っ
た
り
、
毎
回
議

論
の
末
、
丁
寧
な
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
た
り
す
る
姿
に
本
当

に
感
心
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
彼
ら
の
向
学
心
や
探

究
心
を
学
ば
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
、
就

職
や
採
用
試
験
が
厳
し
い
中
で
、
学
問
に
燃
え
、
学
ん
で
い

る
学
生
の
姿
を
頼
も
し
く
思
う
と
と
も
に
、
私
自
身
、
日
々

大
き
な
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
研
修
の
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
信
州
大
学

教
育
学
部
、
特
に
教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
課
程
の
野
口
宗
雄

先
生
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
方
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

世
代
を
越
え
て
の
結
び
つ
き

｜
美
術
科
同
窓
会
｜

美
術
科
同
窓
会
長
・
芋
井
小
学
校
長
（
第
十
四
回
生
）

小
林

誠

平
成
十
五
年
一
月
十
一
日
、
浅
間
温
泉
み
や
ま
荘
に
於
い

て
、
第
三
十
三
回
信
州
大
学
教
育
学
部
美
術
科
同
窓
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
昭
和
二
十
七
年
修
了
の

第
二
回
生
か
ら
平
成
六
年
卒
業
の
第
四
十
二
回
生
ま
で
と
広

い
世
代
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
親
子
ど
こ
ろ
か
そ
れ
以
上
に
離

れ
た
も
の
同
士
が
、
同
じ
美
術
科
に
学
ん
だ
と
い
う
誼
を
通

じ
て
語
り
合
い
知
り
合
う
こ
と
は
、
社
会
生
活
の
思
わ
ぬ
と

こ
ろ
で
役
立
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
美
術
科
同
窓
会
の
発
足
は
、
昭
和
四
十
四
年
一
月
五

日
の
第
一
回
総
会
に
遡
り
ま
す
。
当
時
、
学
部
教
官
で
も
あ

り
第
一
回
卒
業
生
で
も
あ
る
関
谷
俊
行
先
生
の
呼
び
か
け
に

よ
り
、
長
野
市
近
辺
に
勤
務
し
て
い
た
会
員
有
志
に
よ
る
卒

業
生
の
消
息
調
査
か
ら
始
ま
り
、
苦
労
の
末
の
発
足
総
会
で

し
た
。
そ
れ
以
来
、
二
回
の
例
外
を
除
い
て
は
毎
年
一
回
の

総
会
開
催
を
主
な
事
業
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

総
会
で
は
、
事
業
報
告
や
予
算
決
算
等
の
他
に
、
会
員
の

中
か
ら
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
人
を
お
願
い
し
て
の
講
演

会
が
定
番
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
楽
し
み
に
参
加
さ
れ
る

人
も
多
く
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
プ
ロ
の
作
家
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
話
か
ら
は
、

芸
道
を
追
究
す
る
真
摯
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
と
も
に
、
好

き
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
プ
ロ
と
し
て
の
生
活
の
厳
し

さ
も
聞
か
れ
ま
す
。

総
会
の
他
に
は
、
退
官
さ
れ
る
学
部
教
官
の
記
念
パ
ー
テ

ィ
ー
の
企
画
運
営
や
、
三
十
回
か
ら
は
、
総
会
に
合
わ
せ
て

会
場
で
会
員
の
小
品
展
も
開
い
て
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
へ
の
教
育
環
境
断
想

長
野
県
退
職
公
務
員
連
盟
副
会
長
（
第
五
回
生
）

田
中
一
夫

昭
和
初
期
、
私
の
家
は
家
族
が
多
か
っ
た
。
兄
弟
は
七
人

い
た
が
幼
時
二
人
が
亡
く
な
っ
て
、
祖
父
母
、
両
親
、
子
ど

も
五
人
、
計
九
人
の
生
活
で
あ
っ
た
。
隣
家
は
三
世
代
十
二

人
。
お
産
も
、
死
ぬ
の
も
み
な
家
だ
っ
た
。
末
妹
は
生
後
一

週
間
で
息
を
引
き
と
っ
た
。

今
は
人
の
誕
生
も
、
死
も
、
病
院
で
あ
る
。
昔
の
人
は
学

問
や
知
識
は
な
か
っ
た
が
、
千
年
、
万
年
と
繫
が
る
自
然
や

人
生
の
智
恵
を
身
に
つ
け
て
い
た
。

◇

人
は
物
が
豊
か
で
便
利
を
当
た
り
前
と
思
い
始
め
た
時
、

物
や
食
べ
物
の
あ
り
が
た
み
、
自
然
や
、
労
働
へ
の
感
謝
、

足
り
な
い
も
の
を
分
か
ち
合
う
気
持
ち
な
ど
を
忘
れ
始
め
る
。

一
方
、
あ
る
生
態
学
者
に
よ
る
と
、
人
口
が
、
一
平
方
キ

ロ
、
七
千

百
人
を
超
え
る
と
花
を
買
う
行
動
が
増
加
し
、

一
万
二
千
人
に
な
る
と
植
木
や
苗
木
を
買
っ
た
り
、
風
景
画

を
求
め
る
よ
う
に
な
る
と
言
う
。

◇

山
も
川
も
わ
れ
に
ほ
ほ
え
み
、
木
も
石
も
何
か
さ
さ
や
く

こ
こ
に
情
緒
が
育
ま
れ
た
。

子
ど
も
は
「
隠
れ
ん
ぼ
」「
鬼
ご
っ
こ
」
と
遊
び
の
中
で

異
界
体
験
を
し
、
あ
の
世
と
こ
の
世
を
行
き
来
し
て
い
た
。

◇

志
賀
直
哉
、
小
津
安
二
郎
は
、
物
事
の
判
断
を
好
き
か
嫌

い
か
で
き
め
て
い
た
。
直
感
の
後
退
を
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

ラ
イ
ヒ
は
「
人
間
は
動
物
か
ら
機
械
に
退
化
し
た
」
と
言
っ

て
い
る
。

小
津
の
映
画
は
俳
優
の
人
柄
を
撮
り
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の

演
奏
は
人
格
の
表
現
で
あ
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

実
利
面
と
共
に
、
大
切
な
視
点
の
存
在
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。
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記
念
講
演
（
一
般
公
開
）

野
鳥
を
通
し

日
本
の
自
然
と
文
化
を
考
え
る

信
州
大
学
教
育
学
部
教
授

中

村

浩

志

氏

カ
ッ
コ
ウ
は
、
自
分
で
は
子
育
て
を
せ
ず
、
他
の
鳥
の
巣

に
卵
を
産
み
込
ん
で
育
て
さ
せ
る
托
卵
と
い
う
習
性
を
持
つ

鳥
で
あ
る
。
こ
の
鳥
の
ず
る
賢
さ
と
そ
の
進
化
の
不
思
議
さ

に
魅
せ
ら
れ
て
以
来
、
す
で
に
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
「
托

卵
す
る
鳥
と
さ
れ
る
鳥
の
攻
防
戦
と
進
化
」
を
テ
ー
マ
に
研

究
を
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
が
最
近
「
サ
イ
エ
ン
ス
」

誌
と
「
ネ
ー
チ
ャ
ー
」
誌
と
い
っ
た
欧
米
の
一
流
誌
に
掲
載

さ
れ
、
昨
年
は
山
階
芳
麿
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

講
演
で
は
、
カ
ッ
コ
ウ
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
く
と
共
に
、
野
鳥
の
研
究
を
通
し
て
最
近
よ
う
や
く
見
え
て

き
た
と
い
う
日
本
の
自
然
と
文
化
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
く
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
四
七
年

長
野
県
坂
城
町
生
ま
れ

一
九
六
九
年

信
州
大
学
教
育
学
部
卒
業

一
九
七
四
年

京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

一
九
七
七
年

同
博
士
課
程
単
位
修
得

一
九

〇
年

信
州
大
学
教
育
学
部
助
手

一
九

六
年

同
助
教
授

一
九
九
二
年

同
教
授
、
現
在
に
至
る

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
長
期
在
外
研
究
員
（
一
九
九
四
｜
九

五
）、
日
本
鳥
学
会
編
集
委
員
長
（
一
九
九
七
｜
二
〇
〇

〇
）、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議
会
長
（
二
〇
〇
〇
年
〜
）、
日
本
鳥

学
会
副
会
長
（
二
〇
〇
二
年
〜
）、
第
十
一
回
「
山
階
芳
麿

賞
」
受
賞
（
二
〇
〇
二
年
六
月
）。
主
な
著
書
「
戸
隠
の
自

然
」・「
軽
井
沢
の
自
然
」・「
千
曲
川
の
自
然
」（
信
濃
毎
日

新
聞
社
）、「
カ
ケ
ス
の
森
」（
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）

他

事

務

局

便

り

〇
卒
業
生
名
簿
の
訂
正
の
お
願
い

平
成
十
一
年
十
月
発
行
の
卒
業
生
名
簿
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
左
記
の
よ
う
に
訂
正
お
願
い
致
し
ま
す
。
関
係
者
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

・
四
五
五
頁
下
か
ら
十
四
行
目

第
十
四
回
生

竹
内

小
林
）勝
代
さ
ん
を
左
記
の
よ
う
に
訂
正

山
本

小
林
）勝
代

〒
三

九
・
〇

〇
四

埴
科
郡
戸
倉
町
戸
倉
一

二
〇

〇二六・
二七五・
〇二九九

・
四
六
一
頁
下
か
ら
十
行
目

【
英
語
科
】

山
本

中
沢
）勝
代
さ
ん
を
左
記
の
よ
う
に
訂
正

竹
内

中
沢
）勝
代

〒
三

五
・
〇
〇
二
一

佐
久
市
長
土
呂
一
七
四
七
・
一

〇二六七・
六八・
六四〇一

〇
会
費
の
二
重
払
い
に
つ
い
て

・
同
窓
会
費
の
二
重
払
い
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

同
窓
会
の
会
費
は
終
身
会
費
で
す
。
会
報
が
夏
の
総
会
前

七
月
）に
お
手
元
に
届
い
た
方
は
納
入
済
み
で
す
。
二
重
払

い
さ
れ
た
会
費
は
お
返
し
し
ま
す
が
、
振
り
込
み
手
数
料
等

が
引
か
れ
ま
す
の
で
全
額
返
金
出
来
ま
せ
ん
。

〇
名
簿
発
行
案
内
に
つ
い
て
の
注
意

・
某
出
版
社
よ
り
「
信
州
大
学
教
育
学
部
同
窓
名
鑑
」
発
行

に
付
い
て
の
ハ
ガ
キ
が
卒
業
生
に
来
て
お
り
ま
す
が
、
教
育

学
部
同
窓
会
と
は
何
の
関
係
も
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
信
州
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
・
研
究
補
助
に
つ
い
て

・
信
州
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
員
を
対
象
と
し
た
研
究
補
助

制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
二
十
一
世
紀
の
教
育
を
指
向

し
、
日
常
の
教
育
研
究
や
教
育
実
践
を
支
援
す
る
も
の
で
、

一
律
に
一
万
円
の
補
助
を
し
ま
す
。
応
募
規
程
等
の
詳
細
は

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

記
念
講
演
会
終
了
後
、

ホ
テ
ル
信
濃
路
」
に
お
い
て
懇

親
会
（
会
費
四
、
〇
〇
〇
円
）
を
開
催
し
ま
す
。

こ
ち
ら
へ
も
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。
申
し
込
み
は
同
封
の
葉
書
で
事
務
局
ま
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

信
州
大
学
教
育

学
部
同
窓
会

第

十
六

回

通

常

総

会
（
通
知
）

日 時

平成15年８月11日（月）

午前10時より

会 場

長野市岡田町「ホテル信濃路」

次 第

１．開会宣言

２．会長挨拶

３．議長団選任

４．議事録署名人の選任並び

に書記の任命

５．議事

第一号議案 平成14年度事

業報告及び収入・支出決

算報告について

第二号議案 平成15年度事

業計画（案）及び収入・

支出予算（案）の承認に

ついて

第三号議案 次期役員の改

選について

６．来賓祝辞

７．閉会宣言

記念講演会：12時より

講 師：信州大学

教育学部教授

中村 浩志氏

祝賀懇親会：13時より

同窓会ホームページ

事務局長（杵渕）ykine03＠gipnc.shinshu-u.ac.jp

事務局員（伴）banmari＠gipnc.shinshu-u.ac.jp
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